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「すてき！」

自分の私書箱を開け、ダニエルはそ

う思った。

「届いてる！」

そこに入っていた小さな黄色のカー

ドをとると、受付窓口に急ぐ。このカ

ードで受け取れる小包には、まちがい

なく「Ｅ－Ｂａｙ」に注文していたワ

ンピースが入っているはずだ。

ダニエルは、窓口にいた他の二人の

客の後ろに並び、待ちきれず足踏みさ

えした。

やっと順番が来て、背の低いがっし

りした中年の郵便局員にカードを手渡

すと、彼はカードをたしかめ、奥に向

かった。

なに、のんびりしてるんだ？ 小包

ひとつ探すのが、そんなにむずかしい

の？
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と、郵便局員はゆっくりと歩いてき

て、小包を差し出した。

ダニエルは、それを受け取りながら、

思わず熱いまなざしを送っていた。

しかし、郵便局員が次に言った言葉

は、ダニエルのそんな興奮を、すぐに

冷ますことになった。

「他になにかあるのかね、坊や？ 」

ダニエルは礼儀正しく「いえ。あり

がとう」と言うと、その場を去った。

郵便局員の言葉はダニエルの抱える

問題を、まさしく言い表していた。

新しいドレスを手に入れ興奮してい

るダニエルは女だった。でも、世間の

目には、今のところ男にしか見えない

のだ。

ダニエル――ダニーは、そんな事実

を認識して以来ずっと不幸だった。

自分が美しい女性以外のものになり
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たいなんて思ったことはない。そんな

自分の願望にいくら抗ってみても、け

っきょくいつも、その願望にたどり着

くのだ。

現在24歳、そして、この小さな南部

の町で表面上はとりすまして暮らして

いる。

でも、今では、そんな願望は叶わな

いだろうとあきらめ始めてもいた。問

題はいくつもある。お金のこと、どう

やって医者を捜すか、どうやって生活

を変えるのか？

そんなことはできるはずもない。し

ようと思ってはいけないのかもしれな

い。

「いいえ！」

ダニエルは思った。

「あんな郵便局員なんかに、あたしの

人生を否定されてたまるもんですか」
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そう考えながら、1988年型のサター

ンに乗り込むと、家路を急いだ。

この車もそろそろ買い替えないとい

けない。でも、そんなお金は人生を変

えるための貯金にまわしたい。それに、

部屋代だって貯めておかなければなら

ないのだ。

ダニエルは、感じのいい年配夫婦の

家に間借りしていた。すてきな２階建

て注文住宅の地下ガレージを改造した

部屋だった。

その、カイルとサラのヘンソン夫妻

は、50代の終わりに家を建てたという。

カイルは証券業で成功したあと引退し

たらしい。65歳という年齢だが、健康

そのもの。毎日ジョギングし、週何度

かヘルスクラブに通っている。サラは

慎み深い専業主婦だ。彼女の美しさは、

年齢も感じさせない。とても上品で感

じよく、愛らしいその顔は、彼女の心
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のきれいさが現れたものにちがいな

い。

その家の駐車場へと乗り入れた頃に

は、ダニエルはまた、さっきの興奮状

態に戻っていた。

庭の花の手入れをしていたサラがこ

ちらに気づき「お帰り、ダニー」と、

満面の笑顔で声をかけてきた。

「アイスティーを飲みに来ない？」

「あっ、いえ、またあとでうかがいま

す」

ダニエルも笑顔を返しながら、そう

言った。

「ちょっと、することがあって」

ダニエルの部屋には二つの入口があ

る。ひとつは母屋同様、外から入るド

ア、そしてもうひとつは、母屋のキッ

チンに通じるドアだ。
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ダニエルは急いで外のドアを開け、

中に入ると、その小包をソファベッド

の上に放り出した。

留守電とメールのチェックをすませ

たあと、そのソファベッドまで来ると、

ダニエルは包みを開けた。

そこから出てきた新品の服は、素晴

らしいものだった。宣伝で見たのと寸

分違わない完璧さだ。

アリソン・グレイのライトブルーの

光沢あるワンピース。半袖で、胸の部

分を適当に隠しながらも、フェミニン

に見えるようにデザインされていた。

ダニエルにはぴったりのサイズ８だ

から、40インチの裾丈は、ちょうど腿

のあたりに来るだろう。

ダニエルは、この服に似合う理想的

な靴――３インチのヒールのパンプス

――を持っていた。

青っぽいシームの入ったグレイのス
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トッキングが、そのドレスと靴をさら

に美しく引き立てるはずだ。

このクラッシックで光沢あるセクシ

ーなルックスは、男の目も女の目も引

くにちがいない。ミディの裾から時た

まいたずらっぽくのぞく、ストッキン

グを引っ張るレーシーなガータースト

ラップは、さらに視線を集めそうだ！

ダニエルは手早く服を脱いで、髪を

下ろした。

すでに性転換を決めているダニエル

は、髪を伸ばしていた。今はもう、肩

の下あたりまで達している。先のばら

つきや枝毛処理のため、一度切りそろ

えた。だから、輝くブロンドヘアがワ

ンレングスになっている。

ダニエルは、それを、手櫛で真っ直

ぐに揃えた。

職場の上司は、ダニーが髪を伸ばし
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ていることをよく思ってはいない。

でも、一日中、電話応答だけしてい

る顧客サービスの部署なんだから、問

題ないだろう。

そう考え、ダニエルは仕事中、今や

男でもおかしくはない、きちんとした

ポニーテールにしている。

ダニエルはドレッサーを開け、白の

プッシュアップブラを取り出すと、そ

れを身につけた。今のところまだ、ブ

ラにはブレストフォームを入れなけれ

ばならない。ダニエルは、早くこんな

もの使わなくてもすむようになればい

いのにと思った。

次に、すてきな青いサテンパンティ

を着ける。肌に触れるサテンの感触は、

本当に気持ちがいい。

それから、ウエストにくびれをつく

るシンチャーをとめる。その新しいド
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レスをとりあげると、頭からかぶり、

体の線に沿って降ろしていった。すべ

すべした肌に触れるその生地は、ダニ

エルを夢中にさせた。ほとんどの体毛

はすでにレーザー脱毛していたし、髭

も電気分解している最中だ。

ダニエルは、夢の実現のため、少し

ずつできることをしてきた。でも、ゴ

ールはまだ、ずっと先だった。

次に、机の小さな丸鏡の前に座る。

そして、ファンデーションを塗り始

めた。

ベースメイクがすむと、アイメイク

にかかる。ナチュラルなブルーを感じ

させる色を選ぶことが大事だ。それは、

あのドレスを引き立てるはずだった。

慎重にアイライナーを引いた後、ま

つげをカールする。ナチュラルなぱっ

ちりした目をつくるためには、微妙な
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アイシャドーのタッチが必要だった。

ボリュームある唇をつくるために、

ダニエルはダークレッドの口紅とリッ

プライナーを使った。

そして最後に、小さいフェイクダイ

ヤのイヤリングとお揃いのネックレス

をつけた。

それから、ダニエルは髪をといた。

いつか美容院に行って、フェミニンな

ヘアスタイルを注文する日を夢見なが

ら。それは、パーマなのか、くるりん

とした巻き毛なのか‥‥いや、そんな

ことは重要じゃない。より女性らしく

見えるカットなら、それで満足だ。

すべてが完了したときには、すでに

８時30分をまわっていた。

ダニエルはまだ夕食をとっていなか

った。食べるのを忘れるほど興奮して
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いたのだ。

ダニエルは靴を履き、バスルームの

姿見の前まで行った。鏡に向き直ると、

その出来は満足のいくものだった。そ

こには、ダニエルが日頃から望み、い

つの日か完成するはずの姿がかいま見

える気がする。

この姿を、誰でもいいから他の人間

に見てもらいたいという思いが、切実

にわき上がった。だが、ダニエルはこ

れまで一度も、他人に自分の夢や本心

をあかしたことはなかった。

いつかきっと現れるはずの、同じ心

情を持った理解者を待つしかなかっ

た。

ダニエルがそんなことを思っている

時だった。なにかが崩れるような大き

な音と、女性の叫び声がした！

サラだ。サラにちがいない。
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ダニエルは、ヒールが許すかぎりの

速さでドアに向かって走っていた。

キッチンに飛び込むと、ひっくり返

った台のそばにサラが倒れているのが

見えた。サラは、左腕をつかんで、痛

そうにうめいている。

駆け寄って腰を下ろしたダニエル

は、膝の上に彼女の頭をのせた。

「サラ 、だいじょうぶ？ けがはな

い？ なにが起きたの？」

ダニエルはパニックに陥っている彼

女に向かってきいていた。

「だいじょぶ、だいじょうぶよ」

サラ は言った。

「一番上の棚の食器をとろうとしたら、

のってた台がひっくりかえったの」

「腕、痛むの？」

ダニエルがさらにきくと、サラが答

える前に、タオルにくるまり水を滴ら

せながらカイルが階段を駆け下りてき
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た。どうやら、サラが落ちた時、シャ

ワーを浴びていたようだ。

ダニエルとって、カイルの裸体を見

たのはこれが初めてだ。その体は、65

歳の男とは思えないスポーツ体型だっ

た。

でも、ダニエルは、すぐにサラのこ

とに気持ちが向いた。

「そこの台から落ちたみたいなんです」

ダニエルは、カイルにそう叫んでい

た。

「おい、だいじょぶか」

カイルがサラに声をかけた。

「え、ええ、平気よ」

サラはカイルを安心させるようにそ

う答えた。

「いえ、そんなことないです」

ダニエルは声をあげていた。

「サラは腕を痛めてます。医者に診て

もらった方がいい」
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カイルとサラが、ダニエルに気づい

たのはその時だった。ダニエルのこん

な姿を見たのは、彼らにとってもちろ

ん初めてだ。その驚いた顔が、すべて

を物語っていた。

ダニエルは、二人から目をそらし、

赤面した。

いきなりこんな格好を見られ、その

あとおこることに直面しなければなら

なくなったのだ。

と、カイルが口ごもりながら言った。

「か、彼‥‥彼女の、言うとおりだよ。

医者に行った方がいい。急いで着替え

てくるよ。救急病院に行こう」

カイルは、そう言いながら二階に戻

った。

「さあ、椅子に座って待ってましょう」

ダニエルはサラを助け起こしながら

言った。

「氷で冷やした方がいいですね」
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サラをキッチンチェアに座らせたダ

ニエルは、冷凍庫を開け氷を出すと、

調理台にあったきれいに洗濯したふき

んで包んだ。

「どうもありがとう」

サラは、どこかくすくす笑うような

声でそう言ったあと、こうつづけた。

「それは、お出かけのためのおめかし

なの？」

「い、いえ、その、つまり‥‥。説明

するのはむずかしいんですが‥‥」

「ふふ、なにも言わなくてもいいのよ」

サラは、ダニエルの気持ちを落ち着

かせるような声音でそう言った。

「とってもかわいいわよ。それ、新し

いドレス？」

「サラらしい言い方だな」と思ったダ

ニエルは「え、ええ」と答えながら、

そんな答えではなにもならないなと思

った。
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「僕がどうしてこんな服を着ているの

か、知りたいですよね」

と、そこへカイルが戻ってきて、サ

ラに近づいた。

「少しは落ち着いたみたいだね」

カイルは、気づかう口調で言った。

「ほんとに、医者になんて、行かなく

てもだいじょうぶよ」

「だめだ」

カイルは、今度は厳しい口調でつづ

けた。

「もし、骨でも折れてたらたいへんだ

ろ」

そのあと、ダニエルの方に向き直り、

助けを求めるように「彼女を車に乗せ

るのを手伝ってくれるかい？」ときい

てきた。

「もちろん」

ダニエルは答えながら、思わず微笑

んでいた。
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永年いっしょに暮らしてきて、まだ

こんなお互いへの思いやりを示せる二

人がすてきだと思ったのだ。

サラが車に乗るのを助け、二人を見

送ったあと、ダニエルは自分の部屋に

戻った。

ソファベッドの端に体を落ち着け、

しかし、その手は顔を覆っていた。ダ

ニエルは泣いていたのだ。

カイルとサラは、僕に出て行けとい

うかもしれない。

サラは、腕のケガ以上にショックを

受けたのかもしれない。

あたしのやって来たいろんなこと

は、時間の浪費に過ぎない無意味なこ

とだったのかもしれない。

＊＊＊
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カイルとサラが病院から戻ってきた

のは、11時近くだった。

ダニエルは、すでにスエットパンツ

とＴシャツに着替えていた。メークも

洗い落とし、髪もポニーテールに戻し

ていた。

ダニエルは、サラがどんな具合なの

か、見に行きたいと思った。彼女自身

のためにも、そうする方がいいと思っ

た。もしなにか手助けできることがあ

るなら、そうしたいとも感じた。

でも、今、カイルとサラはあたしの

ことをどう思っているだろう？

彼らは、あたしの存在を嫌っている

んじゃないか？

話をするのさえ嫌なんじゃないか？

ドアの前に立って、そんなことを迷

っている時、その疑問に対する答えが、

ノックという形で返ってきた。

ドアを開けると、そこには、包帯で
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腕を吊ったサラが立っていた。

「どうぞ、入って。ひどいけがじゃな

かったですか？」

ダニエル が尋ねると、サラは、き

わめて穏やかに答えた。

「ええ、だいじょうぶ。ちょっと肘を

ねんざしただけですって。何日かした

ら完治するって、お医者さんは言って

たわ」

「ほんとによかった」

ダニエルはうれしそうに言った。

「そこの床に倒れてるのを見た時は、

もっとひどいと思いましたから」

「心配することないわ。ほかっといて

も治るみたいだから、それ以上言わな

くても大丈夫よ」

サラはそう言ってから、つづけた。

「だけど、私たち、話す必要があるみ

たいね」

「座ってください」と言いながら、ダ
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ニエルは、これから起こることを悟っ

ていた。つまり、この部屋を出て行か

なければならなくなるのだろう。

すると、サラが口を開いた。

「ダニー。カイルと私は今、あなたに

ついて話してたのよ。で、もしあなた

がいやじゃないならだけど、この家で

私たちと過ごす時も、女装してていい

って、言いに来たの。あなたがここを

借りててくれることは私たちのよろこ

びだし、それに、私たち、あなたがこ

の家で、心からくつろいでくれること

を望んでるのよ」

ダニエルは、胸がどきどきし、顔を

赤らめていた。今自分が聞いたことが

信じられなかった。

と、サラがつづけた。

「私たち、明日、あなたをディナーに

招待したいとおもってるの。で、今夜

着てた、あのすてきな服を着て来てく
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れるとうれしいんだけど」

「本気で言ってるんですか？ 僕にあ

の服を着て来てほしい‥‥って？」

ダニエルは、まるでサラが今、外国

語を話したような気がして、そう繰り

返した。

「ええ、そういう意味よ」

サラはそう答え、「あなたが、それ

で幸せな気持ちになるなら、ぜひ」と

つづけた。

ダニエルは、うれしさを抑えること

ができなかった。そのせいで、サラの

体を、腕もろともに抱きしめ、彼女に

ふたたび痛い思いをさせてしまった。

ダニエルはあわてて謝り、笑い合った。

そのあと、ダニエルとサラは、２時

間にわたって話し込んだ。ダニエルが

どんなゴールをめざしているのか、ど

うやってそこにたどり着こうと思って

いるのか‥‥などなど。
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ダニエルは、まるで楽しく話せる女

同士の友だちを持ったような気持ちに

なり、興奮していた。

サラが眠くなってきたらしいのに気

づくまでその話をつづけ、そこでやっ

と「おやすみ」と言い合った。

でも、ダニエルは眠ることができな

かった。この部屋の間借り契約に、新

しい一章がつけ加わったように感じて

いたのだ。

＊＊＊

その翌日は、なんだか時間のたつの

がひどく遅く感じられた。ダニエルは、

家に帰って新しい関係をつくることが

待ちきれなかった。

自分の夢の実現は、そんなに遠くな

いような気がした。もし、ヘイソン夫

妻が「彼女」を受け入れてくれるなら、
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きっと、他の人だって受け入れてくれ

るにちがいないという気がした。ほん

の少しかもしれないけれど、ものごと

がうまく運びはじめているように思え

た。まだ、越えなければいけない障害

は少なくないだろうが、今、そこには

希望があるのだ。

仕事が終わり、ダニエルは出せるだ

けのスピードで車を飛ばして帰宅し

た。

準備はあっという間にできた。すで

に昨夜から、必要な物をすべて用意し

てあったし、今日一日、段取りを計画

しながら過ごしたからだ。

サラがドアをノックした時には、ヘ

アの最終的な仕上げも終わっていた。

「わあ、ほんとにすてきよ」

ドアを開けるなり、サラは声をあげ

た。
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「まるで、ファッション雑誌から飛び

出したみたい」

ダニエルは顔を赤くしながら、サラ

に「ありがと」と言った。

サラはまだ腕を包帯で吊っていたけ

れど、いつもよりずっとエレガントに

着飾っていることは、一目見て気がつ

いた。レースをいっぱい使った白い上

着と流れるようなダークブルーのロン

グスカート。メイクと宝石はちょっと

やりすぎという気もするけれど、よく

似合っている。

ダニエルはそう感じながら、サラと

いっしょにダイニングに入っていっ

た。

カイルはすでに、そこで白ワインを

注いでいた。グレーのダブルのスーツ

を着ている。この世代の男にとって最

良に見えるその装いを、ダニエルは魅

力的だと感じていた。
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カイルはテーブルをまわりサラのた

めに椅子を引いた。その紳士的なやり

方に、ダニエルは尊敬の念を込めて微

笑んだ。と、カイルは、ダニエルのた

めにも椅子を引いてくれた。ダニエル

は、それに胸がときめく思いがした。

テーブルの上は完全に整えられ、お

いしそうな料理が並んでいた。サラが、

自分でしたにちがいない。

ローストビーフ、いんげん豆のキャ

セロール、マッシュポテトと自家製パ

ン――まるで宮廷料理じゃないか。

「そんな体で、ここまですることない

のに」

ダニエルは思わず口にしていた。

「言ってくれれば、喜んで手伝いまし

た」

「そんな心配いらないのよ。料理は私

にとって、どんなときだって楽しみな

んだから」
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サラは、そう答えた。

最初はぽつりぽつりと始まったディ

ナーの会話も、次第に弾んでいった。

話題のほとんどはダニエルのことだ

った。

ヘンソン夫妻は、ダニエルのすべて

を知りたがった。ダニエルはふたりの

問いにていねいに答えた。そんなふう

に注目されていることのすべてが楽し

かった。もう「彼女の生活」を隠して

暮らす必要はないのだ。

女として興味を持たれることは、本

当にすてきなことだった。こんな感じ

が永遠に続けばいいのにと、ダニエル

は思った。

ディナーが終わった後、居間へと場

所を移し、コーヒーを飲んだ。会話は

さらに方向を変えた。よりパーソナル

な話題――つまりセックスへと。
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「ダニエル、君はゲイなのか？」

カイルがきいてきた。

「実際の話、よくわからないんです」

ダニエルは答えていた。

「信じられないでしょうけど、僕‥‥

あたし、まだ一度もそういう経験がな

いから」

「つまり、女性とも男性ともってこ

と？」

サラが驚いたように聞き返した。

「ええ、どっちとも」とダニエルは返

事した。

「女の子と、そういう意味でのデート

をしたことはないです。なんだか、そ

んなことするのはまちがってるような

気がして。男には‥‥あっ、カイル以

外には‥‥こんな格好、見せたことな

いし。だから、そういう機会もなかっ

たってことです」

と、カイル が言った。
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「私たちは君に、そんな機会をつくっ

てあげたいと思ってるんだ」

ダニエルは、その言葉にぽかんと口

を開けていた。そして、あわててサラ

に目をやった。

するとサラは、なんだか楽しそうに

微笑みながら「私に説明させて」と言

い、ダニエルの近くに場所を変えて、

その膝の上に手を置いた。

「あのね、カイルと私はずっと、ファ

ンタスティックなセックスライフを送

ってきたの。子どもの頃から愛し合っ

てきたしね。でも、数年前から、私は

セックスに喜びを感じられなくなって

いるの。もちろんカイルのことは愛し

てるけど、彼といっしょにそれを楽し

むことができなくなってるのね。でも、

彼はまだ健康だし、体力のある男でし

ょ。そんな彼の欲求を、私は満たして

あげられない。だから、売春婦を雇う
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ことまで考えたの。だけど、そのあと、

感情的なもつれが起こりそうな気がし

て、それが怖わかったの。ちょうどそ

こへ、あなたが現れた。私たちは、そ

れこそ完璧な答えだって気がしたの」

ダニエルは、耳を疑った。

ふたりは本当に、自分がカイルに抱

かれることを望んでいるというのか？

こっちを試しているんじゃないの

か？ そんなことを本当に頼んできて

いるのか？

やっとのことでそんな混乱から抜け

出し、ダニエルは疑問を口にすること

ができた。

「はっきり言ってください。それって、

僕‥‥あたしに、カイルと寝てほしい

ってこと？ あなた自身がそれを望ん

でるってこと‥‥なの？」

「ええ、まさにそのとおりよ」

サラは、そう答えた。
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ダニエルは、カイルの方を見てきい

た。

「あなたは、あたし‥‥僕がまだ、肉

体的には男だってことに気づくことに

なるんですよ」

「ああ、わかってるさ」

カイルは言った。

「それこそ、完璧な答えだと思った理

由のひとつなんだよ。ことが終わった

あと、感情的なごたごたは起こらない

だろうと私たちは思ってる。そんな君

と関係を持つのは、サラへの愛とは別

のものだ。私はずっとリベラルな考え

を持ってきたつもりだし、私と君の両

方がそんな経験を楽しむことに問題が

あるとは思っていない」

ダニエルは、どう考えていいかわか

らなくなっていた。

一方で、サラが永年自分がしてきた

ように、夫に悦びを与えてあげようと



31/67

していることに、尊敬の念さえ抱いて

いた。また、カイルが自分のことを欲

求の対象として見てくれていること

は、なんだかうれしいことのように思

えた。ダニエルはカイルを魅力的だと

感じているし、サラはそれをわかって

いるような気もした。

もしかしたらこれは、なにかの始ま

りということなのだろうか？

「ちょっと考える時間をください」

本心をお首にも出さずに、ダニエル

はそう言っていた。

本心では、男とセックスしたいと思

っていた。ずっと前から夢見ていたの

だ。カイルは、そのための、完璧な教

師たり得るだろう。

ダニエルは、カイルがすぐに自分を

連れて行くことを望んでいたが、心の

中のなにかが、そう言うのをためらわ

せたのだ。
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「もちろん、そうだろう」

カイルはそう返事してきた。

「たとえ君がどんな答えを出そうと、

私たちが君を喜んで受け入れることに

変わりはないからね」

ダニエルはそれに微笑み返し、席を

立った。

「そろそろ寝に行きますね。すてきな

夜でした」

ヘンソン夫妻は、おやすみを言うと、

階段を上がっていった。ダニエルもま

た、自分の部屋へと向かった。

なにを恐れることがあるのだろう？

カイルと関係を持つことのどこに問

題があるというのだろう？

愛し合う二人が、何千回とそうして

きたように、ベッドルームに入ってい

く足音を聞きながらダニエルは思っ

た。

おそらくこれは、二人が、幸せに理
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解し合える関係を保つために必要なこ

となのだ。

ダニエルは心を決めていた。

二人の望むとおりにしよう。明日の

朝、サラにそう言おう。

＊＊＊

ダニエルは、鏡の中のその姿が気に

入った。

消防車のように赤いPVCビニールの

ボディシェープコルセットだ。それは、

彼女のウエストを細くくびれさせ、そ

して、胸を押し上げ、小さいけれどは

っきりしたふくらみをつくっていた。

この衣裳を着ている間は、あのみじめ

なブレストフォームを着ける必要もな

いのだ。

そのコルセットは、背中に連なるボ

タンが股の間にまわりこみ、その最後
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のひとつが、ちょうど前側のボトムの

位置に着いていた。これは、不快な感

じになる寸前まで、服の締め付けを調

整するためのものだ。ダニエルは、自

分の生殖器を体内に押し込み、最もき

ついポジションでそれをとめた。

ダニエルは、この服と同じように赤

い６インチの細いヒールの靴を買って

きていた。

その次に包みから出てきたのは、い

ちばん薄いタイプの黒のストッキング

で、つま先とヒールの部分が濃くなっ

て補強されている。その片一方を手に

取ると、ダニエルは、何年も前に母が

そうしていたのを見ていたように、そ

れをくるくると丸めていった。そして、

赤くペディキュアを塗った足先をそこ

に入れると、かかとの補強部分がきれ

いにそこを包むようにして伸ばし、さ

らに、長い脚の上を、ゆっくりと用心
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深く、尻の丸みのすぐ下のところまで

滑らせた。

コルセットから下がる細いセクジー

なレザーストラップに、そのナイロン

ストッキングのふちを固定する。二本

目のストッキングも同様に、でもさっ

きより慣れた手つきで履いた。

ナイロンに包まれたその足を赤いパ

ンブスに入れると、摩擦のなくなった

ストッキングの肌は、滑るように入っ

ていった。

そそり立つヒールに足を慣らしたあ

と、姿見の前に立ち、そのすらりとし

た脚に満足した。

ダニエルは、本来なら貯めておかな

ければならないお金まで、この衣裳の

費用として使っていた。でも、その着

心地と姿は、じゅうぶんにその出費に

見合っているように思えた。

今日は、いつもより濃い目にメイク
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した。

カイルになんの迷いも持たせず、そ

の気にさせたいと思ったからだ。

必要以上にヘアスプレイを使った気

もしたが、そのおかげで、ワンレンの

髪を顔にかからず垂らすことができ

た。２インチのフープイヤリングと真

っ赤なマニキュアが、彼女のアンサン

ブルを完全なものにした。

サラがドアをノックした時、ダニエ

ルはまだ鏡に見入っていた。そのせい

で、まるでいたずらを見とがめられた

ように、ドキリとした。

ドアを開けると、サラはいつもと同

じように微笑んでいた。

「まあ、なんて魅惑的なの」

さらは驚いたように言った。

「準備オーケーね？」

「ええ‥‥」

ダニエルは、ちょっとうろたえなが
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ら答えた。

「あなたは、ほんとに、これで‥‥い

いのね？」

「もちろんよ。私にとって、これ以上

のことはないのよ」

サラは安心させるように言った。

ダニエルはゆっくりと階段を上がっ

ていった。もはや、後戻りはできなか

った。そのヒールは、まるでダニエル

を急かしているようでさえあった。

ドアを軽くノックした時には、返事

がなければいいがと思った。

ドアが開くと、そこに、バスローブ

姿のカイルが立っていた。ダニエルを

前にして、その目が大きく見開かれた。

カイルはかけるべき言葉が見つからず

に戸惑っているように見えた。

「入っても、いい‥‥かしら？」

ダニエルは、その沈黙を破って言っ
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た。

「ああ、もちろん」

カイルはそうつぶやき、「君が、あ

んまりすてきすぎるから‥‥」とつづ

けた。

「ありがとう。あなたも、とってもす

てきよ」

ダニエルは、ナーバスになりながら

そう答えた。

そこで二人は動きを止め、なにをす

べきか迷うように見つめ合った。でも、

その静寂は、それぞれの口から漏れた

小さな笑い声で断ち切られた。そして、

カイルは、ダニエルの体に腕を回し、

唇にそっとキスしてきた。

ダニエルは、親愛の情を込めてそれ

に応え、その指をカイルの胸毛の間に

這わせた。

カイルは、片方の手をダニエルの頭

に移動し、顔をさらに押しつけるよう
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にしてきた。それは、ダニエルの口を

開かせ、カイルの舌が入ってくるの許

すことになった。ダニエルは、口の中

でカイルの舌が動くのに悦びを感じ、

もっとしてほしいと思った。

カイルは、無理強いする感じではな

く、ダニエルをベッドの上に導いた。

しかし間もなく、カイルはその体の上

にのり、ダニエルの動きを完全に支配

下に置いてしまった。

ダニエル自身は、そんなふうに支配

されることに夢中になっていた。され

るままになることは、大きな悦びだっ

た。彼が望むどんなことでも受け入れ

たいと感じていた。

カイルは、舌で、そして手で、ダニ

エルの体をまさぐりつづけていた。肌

の上を這うその感触は、ダニエルの正

気を奪っていった。

ダニエルはそれを辞めてほしくない
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と思っているばかりでなく、もっと激

しくしてほしいと感じていた。

と、カイルはその左手を下に伸ばし、

ダニエルの張りつめた部分を抑えてい

たコルセットのボタンをはずした。

でも、それは、ダニエルを少しも不

安にすることはなかった。カイルが、

ダニエルを自分のものにしたいと思っ

ているのがよくわかったからだ。

ダニエルは、これから起こることを、

もう恐れていなかった。それどころか、

早くそれが起こってほしいとさえ感じ

ていた。

と、カイルは起きあがって立て膝に

なり、ダニエルの体を向こう向きにし

た。

そして、いまや垂直に立ち上がった

その男性自身を明らかにするように、

ローブを脱いだ。

カイルはそこにコンドームをつけ、
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潤滑ゼリーのチューブのふたを開け

た。

次にダニエルの隣に身を横たえる

と、後ろのあの部分に手を触れた。

ダニエルは、ぴくりと体を震わせた。

するとカイルが「だいじょうぶだよ。

こんなかわいい子に、痛い思いはさせ

ないつもりだから」と安心させてくれ

た。

カイルはダニエルの首の後ろに唇を

這わせながら、ダニエルの中に指を１

本入れてきた。

最初、そこは、きつくしまっていた

が、次第にリラックスしていった。体

の中に感じる指の動きのおかげだっ

た。それは、これまでダニエルが感じ

たどんなことよりも刺激的だった。

ダニエルは、この瞬間を楽しんでい

た。その指のリズムに合わせ、ヒップ

が律動しだしていた。
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その時、カイルが２本目の指を入れ

てきたので、ダニエルはその感覚に思

わずうめいた。カイルの指は、まさに

その場所を探り当て、強く、でも優し

くこすってきた。ダニエルの前のもの

が固くなって揺れた。

ダニエルは、興奮と予感にあえいで

いた。

カイルは、今度はダニエルの後ろに

まわるような形で立て膝した。そして、

両手でダニエルの腰をつかむと、引き

寄せた。

カイルは、入れて来る前に、ダニエ

ルのものにさらに潤滑ゼリーを塗りつ

けた。でも、今度は、指２本分とは比

べものにならないだろう。

固いものが、悦びの目的地を探して、

ダニエルのバラのつぼみに触れた。

ダニエルにためらいはなかった。悦

びとともに彼を受け入れていた。痛み
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に体を震わせ、うめき声を上げたが、

そのことでカイルがやめないでほしい

と願った。

カイルはやめるようなことなく、も

っと深く入り込んできた。そして、そ

の長くて固いコックを、ゆっくりと前

後に動かしはじめた。

ダニエルは、両方の内腿がベッドに

ぴったりくっつくほど、両脚を開いて

いた。

ダニエルを突くカイルの動きが、次

第に強く、そして速くなっていった。

二人は、今や、同じリズムの中でひ

とつになっていた。

「ダニエル、すごくいいよ。よくしま

る」

カイルが、ダニエルの耳元でささや

いた。

「‥‥君のせいで、もうイキそうだよ」

それは、今、ダニエルが待っていた



44/67

言葉そのものだった。ダニエルは、彼

より先にクライマックスに達しようと

していたからだ。

ダニエルが頂点に達したのとまさに

同時に、カイルはダニエルのいちばん

深い部分に突き進み、熱いものを放出

した。

「あ～～～。いい～」

ダニエルは大きな声をあげていた。

カイルは、何年間も我慢を強いられ

てきた男のように、ダニエルを満たし

つづけた。

二人は同時に大きく息をつき、その

あと、呼吸を整えるようにしていた。

カイルは、コンドームの先をつまみ、

まだ固い自分のものから抜き取った。

彼は、そのコンドームを処分するとベ

ッドのへりに腰掛けた。

ダニエルは、カイルがもう一度そば

に来てくれるのを期待しながら、体の
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下にあった枕を抱きしめていた。

でも、カイルはそうしてくれず、そ

のかわり、ダニエルは彼が泣いている

らしいことに気づいた。

ダニエルは、体を起こし、その手を

カイルの肩にかけた。

「どうしたの？ あたし、あなたを喜

ばせてあげられなかったの？」

ダニエルは、そうきいた。

「とんでもない。すごくよかったよ」

カイルはダニエルを安心させるよう

にそう言ってから、つづけた。

「起きあがったところで、そこに置い

てある写真が目に入ったんだ」

その言葉に、ダニエルは、サイドテ

ーブルの上を見た。そこにあったのは、

カイルとサラの40回目の結婚記念日の

時の写真だった。

「私は、彼女を裏切ってしまった」

カイルは、強い口調でそう言った。



46/67

ダニエルは、それにどう答えていい

かわからなかった。

それでも、カイルの背中に身を寄せ、

言葉をかけた。

「そんなことない。サラは、あなたの

ことを心から愛してるのよ」

でも、それがなんの慰めにもなって

いないのは明らかだった。

それで、ダニエルは、服を整え、部

屋を出た。

そして、階段を下りる途中でサラと

出会うことになった。

「どう、うまくいった？ 問題はなか

った？」

サラがきいてきた。

「今、カイルに必要なのは、あなただ

と思う。すぐに行ってあげて」

ダニエルはそう答えていた。

ダニエルが自分の部屋に走り去るの

と同時に、サラは階段を駆け上がった。
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ダニエルは自問自答していた。

こんなことして、よかったんだろう

か？

40年もの夫婦生活をぶち壊してしま

っただけじゃないのか？

カイルはまた、自分のことを受け入

れてくれるだろうか？

サラと、これまでどおりつき合って

いけるだろうか？

さっきまで至高の幸せを味わってい

たというのに、今、ダニエルの精神状

態は、底の底まで落ち込んでいた。

ベッドに身を横たえ、ダニエルは、

すすり泣きながら眠りについた。

翌朝、仕事に行こうと庭を歩いてい

ると、サラが家から出てきて、早足で

近づいてきた。

「まずいな」

ダニエルは、顔を合わせたくなかっ
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た。

しかしけっきょく、気づかないふり

をして車のドアを開けたところで、追

いつかれてしまった。

ナイトガウンを着たままのサラは、

その顔に満面の笑みをたたえていた。

「出掛ける前に、お礼を言っておきた

かったの。ゆうべは、ほんとにすてき

だったのよ」

サラはそう言った。

ダニエルが混乱の表情を向けると、

サラがつづけた。

「ゆうべ、あなたが去ったあと、カイ

ルと私は、ずっと抱き合って話したの。

信じられないくらいとびきりの時間だ

ったわ。私たち、ここ何年も、そんな

ふうに話したことなかったから」

その言葉に、ダニエルは気持ち浮き

立ってくるのを感じ、サラを抱きしめ

ていた。
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と、サラが小声でつぶやいた。

「もしよかったら、昨日みたいなこと、

また、してくれる？」

＊＊＊

それからの数カ月間は、ダニエルに

とって、よろこびに満ちた日々だった。

ダニエルとカイルはお互い、日々、

うち解けていった。

カイルは、ダニエルにとって理想の

恋人と言ってよかった。ダニエルがし

てほしいことを、いつもしてくれるの

だ。

ダニエルもまた、カイルに不満を抱

かせるようなことはなかった。

週２回から３回、彼らは愛し合って

いた。次々に、いろんな体位ややり方

を試したりもした。

ダニエルは、男に満足を与えること
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で感じる女の喜びがわかるようになっ

ていった。

ダニエルは一方で、サラともより心

を許しあえる関係を築き上げていっ

た。それは、母と娘というような関係

だった。

サラには子どもがなかったので、ダ

ニエルを育てるという感じでかわいが

り、女性として知っておかなければな

らないことを、あれこれ教えてくれる

ようになった。それはメイクの方法に

始まり、すべてのことにおよんだ。

ダニエルとサラは、ますますいっし

ょに過ごすようになった。

当然すぐに、サラは、どこかへ出掛

けるような時、ダニエルを誘うように

なっていった。ショッピングモールや

フリーマーケット、そして町へ昼食に

出掛けるようなことがふつうになって

いった。
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そしてついにサラは、ダニエルにい

っしょに美容院に行くことを納得させ

たのだった。

その男性美容師に身をゆだねている

間、ダニエルは言い表せないような喜

びを感じていた。髪がシャンプーされ、

とかされている時には、夢心地になっ

ていた。強い力で頭皮をマッサージす

る美容師の手は、ダニエルを天国に連

れて行ってくれた。その美容師が完璧

なカットをしてくれている間に、他の

二人がマニキュアとペディキュアをし

てくれた。

その時のためにダニエル自身が伸ば

していた自前の長い爪は、今やハリウ

ッドスターたちのように輝いていた。

ダニエルは、シンプルで手入れが簡

単な髪型にしてくれと頼んでいた。そ

のリクエストは、ダニエルの顔をパー

フェクトに引き立てるレイヤードカッ
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トによって叶えられた。

腕を組んでその店をあとにしたダニ

エルとサラは、その日の残りの時間を、

女らしいくすくすと笑いと微笑みの中

で送った。

もう後戻りできないことを、ダニエ

ルは知っていた。人生の残りの時間、

こうして生きていく以外、もはや道は

ないのだ。

ダニエルの変身は、職場で気づかれ

ないわけにはいかなかった。

すぐに、その新しい髪型とすてきな

爪についての噂が広まっていった。

でも、それがなんだというのだろ

う？

ダニエルは髪型を強制される気はな

かったし、誰にもその爪について文句

を言わせるつもりもなかった。職場で

もそんな自分を押し通し、そして帰宅
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するとすぐに女装するという生活をつ

づけていた。

しかし、やがて、そんなダニエルの

世界をひっくり返してしまうような時

が、やって来た。

サラといっしょに買い物を楽しんで

帰宅した、ある土曜日の夜だった。

二人が戻った時、一日中庭仕事をし

ていたというカイルは、ちょうどシャ

ワーを浴び終わったところだった。

「二人とも、誰かさんのために買った

ものを、店に忘れてきたのかい？」

カイルが、そうからかった。

「あら、そうみたいね」

サラがそれに反撃した。

「でも、心配しないで。明日また買い

物に行くつもりだから、その時とって

くるわ」

腐った顔でたたずむカイルを見て、
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ダニエルとサラは吹き出した。

「私たちの服を見て、なにも感じない

の？」

ダニエルは、カイルにそうきいた。

二人がお揃いの服を着ていることを気

づいていないようだったからだ。

ダニエルとサラは並んでみせた。二

人とも、白いブラウスとデニムのロン

グスカートをはいていた。

「今日、二人で見つけたのよ」

サラがそうつけ加えた。

口には出さなかったけれど、カイル

はじつは気づいていた。二人がどれほ

ど似ているかに。ダニエルは、ほとん

ど、サラのヤングバージョンなのだっ

た。

「二人とも、すごくかわいいよ」

カイルは、ちょっとはにかみながら

言った。

「あなたがそう思ってるのは、あたし
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たちにもよくわかるわ」

ダニエルはそうからかいながら、サ

ラと顔を見合わせて笑った。カイルの

ズボンの前が大きくふくらんでいるの

に気づいたからだ。

「どうやら、私が夕食の準備をしてい

る間、二人で二階に行った方がいいみ

たいね」

サラがそんな提案をしてきた。

ダニエルは、思わず笑い出して聞き

返した。

「本気？ 私、料理を手伝うつもりだ

ったのに」

「さっさと行きなさい」

サラはさらに強くそう言った。

「ちょっとの間でも二人で過ごしたい

と思ってるの、見え見えよ」

それでダニエルは、カイルの手を取

り、二階に上がった。

ベッドルームに入り、ドアを閉める
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と、ダニエルはカイルのベルトに手を

かけ、ズボンを脱がせはじめた。

「えっ、そんなこと、してくれるのか

い！」

カイルは、驚いたような声をまじえ

て言った。

「私が無理してるとでも思ってる？」

ダニエルはそう言い返した。

「今ではあたし、いちばん愛する二人

のために、私の時間を使いたいとだけ

思ってるのよ」

ダニエルは、カイルのズボンをおろ

すとベッドに座らせた。ベッドの端に

腰掛けたカイルのコックが、その予感

で立ち上がってきた。

ダニエルには、カイルがどうしてほ

しいのかがよくわかっていた。

カイルの前にひざまずき、その男性

自身のつけ根のところを握る。

そっとキスし、舌の先を這わせる。
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カイルが頭の後ろに手をかけてきた

のにあわせて、ダニエルは唇でその先

を包んでいった。カイルがブロンドの

髪の中に指を入れてきたので、ダニエ

ルの体の中にしびれのようなものが走

った。

ダニエルがそのベニスをゆっくりと

ストロークすると、カイルはそれをダ

ニエルの口の中に押しつけてきた。

今やカイルのものは、じゅうぶんに

固くなり、準備はすべて完了している

ようだった。ダニエルは、大きくなり

きったコックから手を離し、カイルの

ものが深く入りすぎてのどをつまらさ

れたりしないように、両腕をカイルの

腰の上に置いた。

カイルの方は、ダニエルの頭から手

を離し、その手を自分の体の後ろにま

わした。腰を浮かせ、それをダニエル

の口に出し入れするのに、体を支える
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ためだ。

目を閉じたダニエルは、まるでそれ

が使命ででもあるかのようにカイルに

奉仕しつづけた。今や、全身全霊でそ

のことに没頭し、カイルの熱いスペル

マをのどの奥で感じる瞬間を待ち望ん

だ。

ダニエルは永遠とも思える時間それ

をつづけ、ついに、カイルはそんな喜

びを与えてくれた。

ダニエルは体を起こし、顔についた

カイルの残留物をぬぐい取った。

見ると、カイルは、ベッドの上に仰

向けに寝ていた。

「あたし、なんだか、ぜんぶ吸い取っ

ちゃったみたいね」

ダニエルは、いたずらっぽく言った。

ところが、カイルは、なにも返事し

ない。ベッドの上に、ぴくりともせず

に横たわっていた。
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「カイル」

立ち上がってのぞき込むようにし

て、ダニエルは呼びかけた。

「カイル、どうかしたの？」

その声におびえが混じった。

「カイル」

ダニエルは、カイルの返事を聞きた

くて、大声で言い、その体を揺り動か

した。

「サラ、サラ」

ダニエルは、叫びながら階下に走っ

ていた。

「カイルの様子がおかしいの」

ダニエルが電話の受話器を取り上げ

た時には、サラは、できるかぎりの速

さで階段を駆け上がっていった。

ダニエルは恐れに震える手で、急い

で911にダイヤルした。

「911です。なにか急病ですか？」

オペレーターが聞いてきた。
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「65歳になる男性が、心臓発作になっ

たようなんです」

「住所をおっしゃってください」

「ローレン通345です。急いで。あの

人を死なせないで」

ダニエルは懇願していた。

「救急隊員が、もうそちらに向かって

いますよ。あなたは、CPR(心肺蘇生術)

の心得はありますか？」

冷静を心がけた声で、オペレーター

は言葉を返してきた。

「いえ」

ダニエルはそう告げながら、自分の

無力さを感じていた。

あたしになにができるの？ あたし

はどうすればいいの？

オペレーターは、呼吸をチェックし、

衣服を緩め、何度も呼びかけてみるよ

うに指示して電話を切った。でも、ど
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れも、なんの役にも立たないようだっ

た。

電話から８分もしないうちに、救急

隊員が到着した。彼らは２階に駆け上

がり、カイルの手当をはじめた。

ダニエルとサラは部屋のすみで支え

合い、わけもわからず泣き叫んでいる

しかできなかった。

救急隊員たちはCPRをくり返し、電

気ショックを試み、それからアドレナ

リンを試した。そして最後に、地域の

総合病院に搬送することに決めた。

ダニエルとサラには、それに従うこ

としかできなかった。

若い東アジア人の医者が救急治療室

から出てきた。

「ミセス・ヘンソンですか？」と彼は

訪ねた。

「ええ」
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最悪の事態を恐れるようにサラが言

った。

「ご主人は、心筋梗塞でした。われわ

れは、できるかぎりの手を尽くしたの

ですが‥‥」

倒れかかるサラをダニエルは抱きか

かえた。

今すべてを失った女性のために、他

になにがしてあげられるというのだろ

う。

＊＊＊

サラは、葬儀の席で、ダニエルに隣

に並んでいてくれと言った。

多くの参列者たちが、ダニエルのこ

とを二人の娘なのかと問いかけてき

た。

サラは、ダニエルがそばにいてくれ

ることで、安心できるようだった。で
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も、二人は、もうすぐ別れて暮らさな

ければならなくなるのだ。

家は、なんの問題もなく売れた。シ

ミひとつないほど手入れされた２階建

ての家は、まさにお買い得物件だった

のだ。競売に参加した買い手たちは、

競って値をつり上げ、最終的にはサラ

が気に入った若いカップルが競り落と

した。

カイルが亡くなった今、サラは、こ

れ以上ここに住んでいる気にならなか

ったようだ。妹の住むフロリダに引っ

越すことに決めていた。

ダニエルが自分の荷物をサターンに

積み終わった時、これで最後となるそ

の家から、サラが歩いて出てきた。

すぐに思い出になってしまうと思う

と、ダニエルにはそちらを振り向くこ

とができなかった。
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ダニエルは、これからの人生がどう

なるのか、それを恐れていたが、そん

な素振りをサラに見せまいと強く思っ

ていた。

「ほんとに、空港まで送って行かなく

ていいの？」

ダニエルはサラにきいた。

「ええ、その方がいいと思うの」

サラはそう答えた。

「これを受け取って。でも、私が行く

まで開けちゃだめよ」

言いながら、サラは、ダニエルにマ

ニラ紙の封筒を手渡した。

「わかったわ。これから、ちゃんと暮

らしていけそう？」

ダニエルがきくと、サラは安心させ

るように言った。

「ええ、だいじょぶよ。家を売ったの

とカイルの保険で、私にとってはじゅ

うぶんなお金が残ったわ」
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サラはダニエルの体に腕をまわし、

きつく抱いた。

「いつか、フロリダまで訪ねてきてね」

「もちろん、行くわ」

ダニエルは、必死に悲しみを抑えな

がら言った。

それからサラはタクシーを拾い、乗

り込むと、走り去っていった。

ダニエルは、自分の車の運転席に座

り、考え込んだ。そして、男としての

人生に戻ることを覚悟した。

これまで送ってきたような暮らし

は、もうできない。ここでの暮らしは

もう終わったのだ。残りの人生で、い

ったいどれだけのことができるという

のだ。

そう思いながら、ダニエルが例の封

筒を開けると、そこから一枚の写真が

出てきた。

それは、カイルとサラの40回目の結
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婚記念日の写真だった。

あふれてくる涙の中で、ダニエルは、

その封筒にメモが入っているのに気が

ついた。開くと、そこにはこうあった

――

親愛なるダニエル

カイルと私は、あなたが、そうなり

たいと思っているような人になること

を望んでいます。

どうか、お体に気をつけて。 そし

て、私たちのことを忘れないでね。

いつまでも愛をこめて サラ

メモの中には、25万ドルの小切手が

挟まれていた。
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